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一　

は
じ
め
に

　
『
白
馬
寶
卷
』
は
、
後
述
の
よ
う
に
二
系
統
の
異
な
る
物
語
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
の
物
語
に
お
い
て
も
、
靈
異
な
白
馬
が
危
機
に
瀕

す
る
主
人
を
運
ぶ
（
白
馬
駄
〜
）
と
い
う
モ
チ
ー
フ
（
以
下
、「
白
馬

モ
チ
ー
フ
」
と
稱
す
る
）
が
見
ら
れ
る
。
本
稿
は
こ
の
よ
う
な
白
馬
モ

チ
ー
フ
の
變
化
を
手
が
か
り
に
、
二
種
の
白
馬
寶
卷
お
よ
び
關
連
通

俗
文
藝
資
料
の
比
較
檢
證
を
行
う
と
と
も
に
、
民
間
信
仰
に
お
い
て

神
の
使
者
と
し
て
の
白
馬
は
、
物
語
の
構
想
に
い
か
な
る
力
學
を
持

つ
の
か
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

白
馬
寶
卷
に
つ
い
て
、
車
錫
倫
『
中
國
寶
卷
總
目（

１
）
』（
以
下
『
總

目
』
と
略
稱
）
に
次
の
よ
う
な
著
録
が
あ
る
（
カ
ナ
は
筆
者
に
よ
る
も

の
、
數
字
は
『
總
目
』
の
通
し
番
號
）。

ア　

〇
〇
二
一　

白
馬
寶
卷　

二
卷 

　
　

參
見
『
白
馬
駄
屍
寶
卷
』、『
劉
文
英
寶
卷
』。

　
（
1
）
清
康
熙
榮
盛
堂
刊
本
、
一
册
。〔
傅
惜
華
〕

イ　

〇
〇
二
二　

白
馬
駄
屍
寶
卷

　

 　

又
名
『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』、『
斬
楊
二
卷
』。
參
見
『
白
馬
寶

卷
』。

　
（
1
） 

民
國
三
十
七
年
（
一
九
四
八
）
孫
奇
賓
抄
本
、一
册
。〔
蘇
州
〕

　
（
2
） 

舊
抄
本
、
一
册
。
卷
名
『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』。〔
蘇
州
〕

　
（
3
）
舊
抄
本
、
一
册
。〔
文
學
〕

　
（
4
）
甘
肅
高
臺
舊
抄
本
、
一
册
。〔
方
歩
和
〕

ウ　

〇
六
四
〇　

劉
文
英
寶
卷　

上
下
集　

　
　

又
名
『
玉
帶
記
寶
卷
』、『
白
馬
卷
』。
參
見
『
白
馬
寶
卷
』。

白
馬
モ
チ
ー
フ
の
變
奏

―
― 

二
種
の
白
馬
寶
卷
を
め
ぐ
っ
て 

―
―

辻　
　
　

リ　

ン
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（
1
） 

民
國
九
年
（
一
九
二
〇
）
上
海
文
益
書
局
石
印
本
、
二
册
。

〔
史
語（

２
）〕

　
（
2
） 
民
國
十
三
年
（
一
九
二
四
）
上
海
文
益
書
局
石
印
本
、二
册
。

〔
上
海
、
浙
江
、
趙
景
深
、
胡
士
瑩
〕

　
（
3
） 

民
國
上
海
惜
陰
書
局
石
印
本
、
二
册
。
卷
名
『
玉
帶
記
寶

卷
』〔
文
學
、
北
師
、
浙
江
、
京
都
、
趙
景
深
、
胡
士
瑩
、

譚
正
璧
、
澤
田
〕

　
（
4
） 

民
國
二
十
一
年
（
一
九
三
二
）
寧
波
朱
彬
記
書
局
鉛
印
本
、

一
册
。〔
李
世
瑜
〕

寶
卷
作
品
に
異
名
同
話
、
同
名
異
話
が
多
數
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

も
っ
と
も
早
く
指
摘
し
た
の
は
李
世
瑜
『
寶
卷
綜
録
』
で
あ
る（

３
）。
車

錫
倫
氏
も
そ
れ
を
踏
ま
え
て
寶
卷
目
録
の
集
大
成
と
さ
れ
る
『
總

目
』
に
お
い
て
、
異
名
同
話
の
寶
卷
に
つ
い
て
、
相
互
に
參
照
す
る

よ
う
促
し
て
い
る
（
例
え
ば
前
掲
の
よ
う
に
、「
參
見
〜
〜
寶
卷
」
と
記

し
、
そ
の
關
連
付
け
を
し
て
あ
る
）。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の

は
、
イ
と
ウ
は
確
か
に
異
名
同
話
で
あ
る
が
、
ア
の
榮
盛
堂
刊
本
は

後
述
す
る
梗
概
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
イ
、
ウ
系
統
と
は
内
容
が

ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
（
同
名
異
話
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
内
容
が

異
な
る
二
系
統
の
白
馬
寶
卷
が
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
、
ウ

系
統
の
『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』
に
も
『
白
馬
卷
』、『
白
馬
駄
屍
寶

卷
』、『
白
馬
駄
寶
卷
』、『
玉
帶
記
寶
卷
』
な
ど
多
く
の
異
名
が
あ
る

た
め
か
、『
總
目
』
は
同
名
異
話
の
ア
と
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
興
味
深
い
の
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
二
種
の
ま
っ
た
く

異
な
る
物
語
（
ア
，
イ
と
ウ
）
に
共
通
す
る
白
馬
モ
チ
ー
フ
、
す
な

わ
ち
白
馬
が
屍
ま
た
は
仙
（
主
人
公
は
も
と
も
と
仙
界
の
下
凡
と
い
う
設

定
も
あ
る
た
め
、「
白
馬
駄
仙
」
と
い
う
題
名
も
あ
る
）
を
運
ぶ
と
い
う

モ
チ
ー
フ
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
し
か
も
「
白
馬
寶
卷
」
と
い
う
卷
名

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
に
お
い
て
、
こ
の
白
馬
モ

チ
ー
フ
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

白
馬
は
民
間
説
話
に
お
い
て
神
聖
な
運
び
手
と
し
て
語
ら
れ
、
靈

異
な
存
在
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
從
っ
て
、
二
種
の
白
馬
寶
卷

（
ア
，
イ
と
ウ
）
の
整
理
・
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
物
語
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
白
馬

モ
チ
ー
フ
は
い
か
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
民
間
説
話
の
題
材
、

民
間
信
仰
・
祭
祀
は
語
り
物
の
演
變
に
い
か
な
る
影
響
を
與
え
て
き

た
の
か
、
と
い
う
一
連
の
問
題
の
解
明
に
も
繋
が
る
と
考
え
る
。

　

以
下
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
の
梗
概
お
よ
び
そ
の
系
譜
を
み
て

お
こ
う
。
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二　

熊
子
貴
白
馬
寶
卷

　

前
掲
『
總
目
』
著
録
の
ア
『
白
馬
寶
卷
』
は
熊
子
貴
が
妻
を
離
縁

す
る
（「
休
妻
」
と
い
う
）
物
語
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
便
宜
上
、
こ
の
系

統
を
『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
と
稱
す
る
）。『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
に
つ

い
て
は
、
尚
麗
新
「『
白
馬
寶
卷
』
研
究
」
に
詳
し
い
論
考
が
あ
る（

４
）。

「『
白
馬
寶
卷
』
研
究
」
は
同
寶
卷
の
諸
版
本
の
内
容
と
形
式
の
變

化
、
な
ら
び
に
寶
卷
と
山
西
道
情
と
の
關
係
を
考
察
し
、
同
じ
題
材

を
持
つ
南
方
と
北
方
の
寶
卷
の
比
較
も
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ

く
ま
で
も
「
休
妻
」
の
題
材
（
前
掲
ア
と
そ
の
系
譜
の
み
）
に
つ
い
て

の
檢
討
で
あ
り
、『（
熊
子
貴
）
白
馬
寶
卷
』
の
同
名
異
話
（
イ
と
ウ
）

の
存
在
も
、
ま
た
靈
異
な
白
馬
の
存
在
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
そ

こ
で
、
本
稿
は
白
馬
モ
チ
ー
フ
に
着
目
し
て
、
民
間
説
話
と
寶
卷
と

の
關
わ
り
方
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
檢
討
を
加
え
た
い
。

　

こ
こ
で
は
ま
ず
尚
麗
新
氏
に
よ
る
研
究
に
即
し
て
、
同
題
材
の
現

存
版
本
を
掲
げ
、
物
語
の
梗
概
を
紹
介
す
る
。『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』

は
次
の
よ
う
な
版
本
が
あ
る
。

　

① 

清
嘉
慶
九
年
（
一
八
〇
四
）
金
陵
榮
盛
堂
刻
本
『
白
馬
寶
卷
』

（
又
名
『
太
上
三
清
白
馬
寶
卷（
５
）』）

　

② 

清
光
緒
二
二
年
（
一
八
九
六
）
山
西
永
濟
相
天
吉
抄
本
『
白
馬

寶
卷
』（
又
名
『
太
上
三
清
白
馬
寶
卷
』）

　

③
清
末
山
西
介
休
抄
本
『
白
馬
寶
卷
』

　

④
民
國
八
年
（
一
九
一
九
）
年
重
刻
本
『
白
馬
駄
仙
傳（
６
）』 

　

⑤
甘
肅
酒
泉
『
白
馬
寶
卷
』（
又
名
『
熊
子
貴
休
妻
寶
卷（
７
）』） 

　

⑥
甘
肅
山
丹
『
金
定
寶
卷（
８
）』 

　

⑦
甘
肅
涼
州
『
白
馬
寶
卷（
９
）』 

　

⑧
甘
肅
金
張
掖
『
白
馬
寶
卷）
10
（

』 

　

⑨ 

民
國
十
五
年
（
一
九
二
六
）
繆
仲
文
抄
本
『
大
富
寶
卷
』（
又
名

『
財
神
寶
卷
』）
中
國
社
會
科
學
院
文
學
所

①
〜
③
は
同
源
で
、
④
は
先
天
道
に
よ
る
改
編
で
あ
る
。
以
上
、
氏

の
研
究
に
よ
る
。
因
み
に
、
①
は
即
ち
前
掲
『
總
目
』
著
録
の
ア
版

で
あ
る
。
⑤
〜
⑧
は
河
西
寶
卷
、
⑨
は
呉
方
言
區
の
寶
卷
で
あ
る
。

各
版
の
細
部
の
違
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が）

11
（

、
大
筋
に
は
大
差
が
な

い
。
梗
概
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

河
南
偃
師
縣
の
熊
子
貴
は
妻
・
杜
金
定
と
一
男
一
女
が
い
る
。
熊

子
貴
は
占
い
師
に
、
妻
の
杜
金
定
は
福
運
で
、
自
分
は
貧
乏
運
と
言

わ
れ
、
怒
り
と
妬
み
で
、
馬
一
頭
を
與
え
て
妻
を
離
縁
し
た
。
行
先

を
失
い
、
嘆
き
悲
し
む
杜
金
定
は
白
馬
に
乘
り
、
馬
王
爺

4

4

4

に
「
馬
の

行
き
着
い
た
先
が
嫁
ぎ
先
」
と
祈
願
し
、
白
馬
の
向
か
う
ま
ま
に
行
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き
先
を
任
せ
た
。
白
馬
は
金
定
を
乘
せ
、
歩
み
續
け
城
西
の
廢
窯

（
瓦
を
燒
い
た
古
窯
）
の
前
ま
で
來
て
停
ま
っ
た
。
金
定
は
廢
窯
に
住

む
乞
食
の
張
三
と
夫
婦
に
な
り
、
そ
の
後
二
人
は
勤
勉
儉
約
の
た
め

大
財
を
成
し
た
。
一
方
で
、
熊
子
貴
は
福
運
の
妻
を
追
い
出
す
と
、

忽
ち
沒
落
し
子
供
二
人
ま
で
も
賣
っ
て
、
物
乞
い
に
な
り
、
の
ち
糠

を
食
べ
る
時
に
噎
せ
て
死
ん
だ
。
金
定
は
生
き
別
れ
た
子
供
た
ち
と

も
再
會
し
、
最
後
に
一
家
は
太
上
老
君
に
連
れ
ら
れ
て
昇
天
す
る
。

　

福
運
を
持
つ
女
が
非
情
勝
手
な
夫
に
離
縁
さ
れ
、
人
里
離
れ
た
所

で
ひ
と
り
貧
し
い
男
の
所
へ
訪
ね
て
來
て
押
し
掛
け
女
房
に
な
っ

た
、
お
か
げ
で
男
は
裕
福
に
な
り
、
二
人
は
幸
福
に
暮
ら
し
た
と
い

う
話
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
で
は
炭
燒
き
長
者
譚
と

し
て
廣
く
傳
わ
り
、
中
國
の
各
少
數
民
族
や
東
南
ア
ジ
ア
に
も
類
似

の
民
間
故
事
が
多
く
存
在
す
る
。
中
國
の
民
間
故
事
で
は
、
こ
の
よ

う
に
女
が
何
か
に
導
か
れ
、
見
知
ら
ぬ
男
と
結
婚
す
る
こ
と
を
「
天

婚
」（
天
が
豫
め
定
め
て
い
る
結
婚
）
と
い
う
。「
天
婚
」
及
び
日
本
で

廣
く
傳
わ
る
炭
燒
き
長
者
譚
は
、
明
の
張
岱
が
江
南
の
水
路
を
夜
航

す
る
船
で
の
見
聞
を
記
録
し
た
『
夜
航
船
』
の
中
に
も
次
の
よ
う
な

類
話
が
收
め
ら
れ
て
い
る）

12
（

。

　

 

蒙
氏
有
女
，
欲
爲
擇
配
。
女
曰

：「
王
擇
配
，
非
天
婚

4

4

也
。
我
欲

倒
騎
牛
背
，
任
牛
所
之

4

4

4

4

，
即
嫁
之
。」
王
勉
從
其
請
。（
中
略
）
見

一
樵
者
，
女
曰

：「
此
吾
婿
也
。」
王
怒
絶
女
。

（
蒙
王
に
は
娘
が
い
て
、
そ
の
娘
の
爲
に
結
婚
相
手
を
選
ぼ
う
と
す
る
。

娘
は
言
う
「
父
王
が
結
婚
相
手
を
選
ん
で
く
れ
る
な
ら
、「
天
婚
」
で
は

な
く
な
り
ま
す
。
私
は
牛
の
背
に
逆
向
き
に
騎
り
、
牛
の
ゆ
く
と
こ
ろ
に

任
せ
た
い
。
そ
こ
が
即
ち
私
の
嫁
ぎ
先
で
す
」。
蒙
王
は
勉
め
て
そ
の
願

い
に
從
う
。（
牛
が
行
き
着
い
た
所
で
）
あ
る
柴
刈
り
を
み
る
と
、
娘
は

言
う
「
こ
の
人
が
私
の
花
婿
で
す
」。
父
王
は
怒
っ
て
娘
を
勘
當
し
た
。）

明
の
謝
肇
淛
撰
『
滇
略
』
卷
十
に
も
類
似
の
記
録
が
あ
り
、『
雲
南

通
誌
』
卷
二
六
に
も
收
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
明
・
倪
輅
著
『
南
詔

野
史
』
に
も
收
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
「
天
婚
」
の
民

間
説
話
は
明
清
時
期
に
す
で
に
廣
く
流
傳
し
て
い
た
も
の
と
認
め
ら

れ
る
。
因
み
に
「
天
婚
」
は
大
別
す
る
と
、
冷
酷
無
情
な
父
親
が
娘

を
勘
當
し
た
話
（
初
婚
型
）
と
勝
手
非
情
な
亭
主
が
妻
を
離
縁
す
る

話
（
再
婚
型
）
と
二
種
類
あ
る
が
、『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
は
後
者
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
悲
嘆
に
暮
れ
る
女
を
幸
福
へ
と
導

き
、
赤
の
他
人
の
兩
者
を
結
び
つ
け
る
赤
い
絲
な
ら
ぬ
靈
異
な
動
物

の
登
場
で
あ
る
。
民
俗
學
者
柳
田
國
男
は
早
く
か
ら
こ
の
存
在
に
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着
目
し
、「
海
南
小
記
」
の
中
に
沖
繩
宜
野
灣
市
の
昔
話
（
再
婚
型
）

を
取
り
あ
げ
て
、「
夫
に
追
出
さ
れ
た
女
房
、（
中
略
）
ク
ラ
ー 

（
雀
）

が
彼
女
を
導
い
た
」
と
述
べ
て
い
る）
13
（

。
伊
藤
清
司
は
「
炭
燒
き
長
者

の
話 

搬
運
神
」
に
お
い
て
、
比
較
民
俗
學
の
視
點
か
ら
、
現
行
の

日
本
各
地
の
民
話
と
中
國
の
各
少
數
民
族
の
民
間
故
事
數
十
例
を
掲

げ
て
比
較
し
、
こ
の
よ
う
な
「
天
婚
」
の
眞
の
「
搬
運
神
」
は
女
の

福
運
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
と
と
も
に
、「
天
婚
」
の
誘
導
役
は
牛

馬
な
ど
が
あ
る
が
、
漢
民
族
で
は
馬
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る）

14
（

。
こ

れ
ら
の
一
連
の
類
話
に
お
い
て
興
味
深
い
の
は
「
馬
に
運
ば
れ
て
結

婚
」（「
走
馬
天
婚
」
と
い
う
）
説
話
で
あ
る
。
女
を
乘
せ
た
馬
が
歩
み

續
け
、
た
ま
た
ま
停
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
住
ん
だ
男
と
夫
婦
に
な
っ

た
と
い
う
の
は
、
む
ろ
ん
眞
實
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

「
走
馬
天
婚
」
型
の
民
間
故
事
の
多
く
で
は
、
馬
は
人
語
を
理
解
し
、

乘
っ
た
女
な
ど
の
意
を
體
す
る
靈
異
な
存
在
と
し
て
語
ら
れ
て
い

る
。
白
馬
に
運
ば
れ
て
、
主
人
公
は
悲
運
か
ら
福
運
に
急
轉
し
た
。

つ
ま
り
白
馬
モ
チ
ー
フ
は
物
語
の
構
想
に
お
い
て
重
要
な
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
で
は
、
追
い
出
さ
れ
て

途
方
に
暮
れ
た
金
定
は
白
馬
に
乘
る
前
に
、
馬
王
爺
に
祈
願
す
る
こ

と
を
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
馬
王
爺
云
々
の
話
は
白
馬
が
金
定
を

乞
食
男
と
結
び
つ
け
る
仲
人
役
を
演
じ
る
モ
チ
ー
フ
に
屋
上
屋
を
架

す
複
合
部
分
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
部
分
の
插
入
に
よ
っ
て
、

物
語
の
性
格
は
大
き
く
變
わ
る
。
馬
王
爺
は
「
靈
官
馬
元
帥
」
の
こ

と
で
あ
り
、
道
教
の
四
大
守
護
神
の
一
人
と
し
て
民
間
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
寶
卷
で
は
馬
王
爺
の
ほ
か
、
太
白
金
星
や
玉
皇
大

帝
な
ど
多
く
の
道
教
神
も
登
場
す
る
。
ま
た
、
上
述
し
た
榮
盛
堂
刻

本
（
ア
）
の
表
紙
題
は
『
太
上
三
清
白
馬
寶
卷
』
で
あ
り
、
さ
ら
に

寶
卷
の
創
作
背
景
に
つ
い
て
「
伏
聞
正
月
拾
五
日
太
上
三
清
聖

4

4

4

4

4

以
在

雲
臺
山
聚
會
，
於
衆
善
眞
人
講
經
説
法
，
忽
見
大
藏
經
中
有
一
段
因

果
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
太
上
三
清
と
は
、「
元
始
天
尊
」
と
「
太

上
道
君
」、「
太
上
老
君
」
の
こ
と
で
、
道
教
を
代
表
す
る
最
高
神
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
限
ら
れ
た
要
素
か
ら
、『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
の

成
立
は
道
教
系
教
派
に
よ
る
も
の
と
推
定
す
る
に
は
ま
だ
不
十
分
か

も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
こ
の
寶
卷
は
民
間
故
事
で
廣
く
傳
わ
る

「
走
馬
天
婚
」
の
話
柄
を
採
用
し
、
神
聖
な
運
び
手
と
し
て
の
白
馬

の
イ
メ
ー
ジ
を
、
都
合
よ
く
道
教
神
の
馬
王
爺
へ
と
轉
嫁
し
、
道
教

教
化
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も

と
も
と
民
間
で
よ
く
知
ら
れ
る
白
馬
が
主
人
を
運
ん
で
結
婚
（「
走

馬
天
婚
」）
と
い
う
説
話
が
、『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
で
は
、
道
教
神

の
加
護
に
よ
っ
て
災
い
を
祓
い
福
に
轉
じ
た
こ
と
に
變
わ
っ
た
の
で
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あ
る
。
民
間
説
話
に
お
い
て
白
馬
の
な
す
べ
き
と
こ
ろ
が
、
寶
卷
の

中
で
は
、
道
教
神
が
全
知
全
能
の
存
在
と
し
て
登
場
し
、
白
馬
に
お

告
げ
を
し
た
り
す
る
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
點
で

作
品
の
性
格
も
民
間
説
話
で
は
な
く
な
り
、
道
教
信
仰
仕
立
て
の
寶

卷
へ
と
變
貌
し
た
。
次
に
、
も
う
一
種
の
白
馬
寶
卷
を
み
て
み
よ

う
。

三　

劉
文
英
白
馬
寶
卷 

　

前
掲
イ
、
ウ
『
白
馬
寶
卷
』
に
は
異
名
が
多
數
あ
る
た
め
、
こ
こ

で
は
便
宜
上
、
同
内
容
の
も
の
を
『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』
と
稱
す

る
。
筆
者
の
知
る
限
り
、『
總
目
』
に
著
録
の
あ
る
各
種
版
本
の
ほ

か
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
イ
エ
ン
チ
ン
圖
書
館
（H

arvard-Yenching 

Library

）
と
蘇
州
戲
曲
博
物
館
に
は
い
ず
れ
も
通
し
番
號
〇
六
四
〇

の 

（
２
）
と
同
版
が
收
藏
さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
大
學
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
圖
書
館

に
も
民
國
十
九
年
（
一
九
三
〇
）
上
海
文
益
書
局
石
印
本
が
所
藏
さ

れ
て
い
る）

15
（

。
ま
た
江
蘇
省
張
家
港
市
河
陽
山
地
區
に
は
抄
本
『
白
馬

駄
寶
卷
』
が
傳
わ
っ
て
い
る）

16
（

。

　

現
存
す
る
上
記
版
本
の
内
容
は
大
同
小
異
で
、
ほ
と
ん
ど
民
國
年

間
の
呉
方
言
地
域
の
寶
卷
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
早
稻
田
大
學
の
所
藏

本
に
據
っ
て）

17
（

、
そ
の
梗
概
を
次
に
記
し
て
お
く）
18
（

。

　

宋
の
仁
宗
の
頃
、
河
南
運
水
縣
の
劉
文
英
は
受
驗
の
た
め
上
京
す

る
。
途
中
、
太
行
山
の
山
賊
・
陸
林
に
捕
え
ら
れ
、
殺
さ
れ
か
け
た

が
、
陸
林
の
娘
の
青
蓮
に
助
け
ら
れ
る
。
二
人
は
ひ
そ
か
に
結
婚
し

て
一
夜
を
契
っ
た
。
翌
日
、
青
蓮
か
ら
路
銀
、
無
量
瓶
・
温
涼
盞
・

碧
玉
帶
と
い
う
三
つ
の
寶
物

4

4

4

4

4

、
白
馬
を
贈
ら
れ
て

4

4

4

4

4

4

4

山
を
離
れ
、
都
に

の
ぼ
る
。
し
か
し
宿
屋
を
經
營
す
る
楊
二
に
、
そ
の
寶
物
も
路
銀
も

奪
わ
れ
、
自
身
は
絞
殺
さ
れ
枯
井
戸
に
捨
て
ら
れ
た
。
そ
の
時
た
ま

た
ま
太
后
が
重
い
病
氣
に
な
り
、
治
し
た
も
の
に
は
高
官
を
與
え
る

と
い
う
。
楊
二
は
奪
っ
た
寶
物
を
獻
上
し
、
寶
物
の
力
で
太
后
の
病

を
治
し
て
高
い
官
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
玉
帝
が
雷
神
を
遣
っ
て
枯
井

戸
を
打
開
す
る
と
、
劉
文
英
の
屍
骸
が
現
れ
た
。
白
馬
は
そ
の
屍
骸

4

4

4

4

4

4

4

を
乘
せ
て

4

4

4

4

（
白
馬
駄
屍
）
飛
ぶ
よ
う
に
街
や
市
場
を
過
ぎ
、
包
拯
の

も
と
に
屆
け
た
。
包
拯
が
策
略
を
も
っ
て
太
后
か
ら
碧
玉
帶
を
借
り

て
劉
文
英
を
生
還
さ
せ
る
。
そ
の
訴
状
に
よ
り
楊
二
は
捕
わ
れ
處
刑

さ
れ
る
。
皇
帝
が
怒
っ
て
包
拯
と
劉
文
英
を
罰
そ
う
と
し
た
時
、
紅

羅
山
の
賊
が
反
亂
を
起
こ
し
、
こ
れ
を
劉
文
英
が
征
し
た
。
賊
と
は

文
英
の
妻
の
青
蓮
が
十
數
年
前
か
ら
獨
立
し
た
山
賊
で
、
賊
首
の
陸

天
保
は
實
は
文
英
の
子
で
あ
っ
た
た
め
、
た
だ
ち
に
降
伏
し
た
。
包

拯
は
龍
圖
閣
學
士
に
、
文
英
は
状
元
に
、
天
保
は
保
國
將
軍
に
、
青

蓮
は
忠
義
夫
人
に
封
ぜ
ら
れ
、
ま
た
青
蓮
の
父
の
陸
林
も
招
安
に
應
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じ
て
山
を
下
っ
た
。

　

こ
の
物
語
は
明
の
成
化
説
唱
詞
話
の
中
の
『
新
刊
全
相
説
唱
張
文

貴
傳
』（
以
下
『
張
文
貴
傳
』
と
稱
す
る
）
と
同
話
で
あ
る
こ
と
が
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
胡
士
瑩
『
話
本
小
説
概
論
』
で
は
「
こ
の
『
玉

帶
記
』
の
内
容
は
『
張
文
貴
傳
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
」
と
し

て
い
る）

19
（

。
二
者
の
關
係
に
つ
い
て
、
譚
正
璧
は
明
の
成
化
説
唱
詞
話

が
發
見
さ
れ
た
際
、『
張
文
貴
傳
』
に
關
す
る
と
こ
ろ
で
、「
こ
の
物

語
が
本も

と

と
す
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
題
材
の
も
の
は

僅
か
清
代
に
傳
わ
る
唱
本
（
辻
按

：

彈
詞
を
指
す
）
と
寶
卷
に
し
か
見

出
せ
な
い
。
兩
書
名
は
皆
『
白
馬
駄
屍
記
』
又
の
名
『
玉
帶
記
』
と

い
う
。
寶
卷
は
唱
本
に
據
っ
た
よ
う
で
あ
る
。」
と
記
し
て
い
る）

20
（

。

ま
た
包
公
説
話
に
み
る
三
種
の
寶
物
の
モ
チ
ー
フ
に
注
目
し
て
、
大

塚
秀
高
氏
は
「
包
公
説
話
と
周
新
説
話
―
公
案
小
説
生
成
史
の
一
側

面
」
に
お
い
て）

21
（

、「『
張
文
貴
傳
』
は
『
包
待
制
智
賺
生
金
閣
』
雜
劇

に
類
す
る
が
、
恐
ら
く
は
元
・
明
間
無
名
氏
に
よ
る
包
待
制
智
賺
三

件
寶
（『
玉
帶
記
寶
卷
』
で
は
主
人
公
は
劉
文
英
）
と
同
話
で
あ
ろ
う
。」

と
述
べ
て
い
る）

22
（

。
こ
の
よ
う
に
先
學
の
研
究
は
、
主
に
『
張
文
貴

傳
』
ま
た
は
包
公
説
話
の
本
事
の
究
明
に
着
目
し
て
い
た
が
、『
劉

文
英
白
馬
寶
卷
』
は
『
張
文
貴
傳
』
と
内
容
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ

る
こ
と
も
明
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
筆
者
は
先
學
の
研
究
を
踏
ま
え
、

白
馬
モ
チ
ー
フ
の
變
化
を
手
掛
か
り
に
、
物
語
の
變
遷
に
つ
い
て
さ

ら
に
檢
討
を
加
え
た
い
。

　

右
記
の
梗
概
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』
で
は

白
馬
は
二
回
登
場
す
る
。
山
を
離
れ
る
文
英
に
青
蓮
が
白
馬
を
贈
る

場
面
と
白
馬
が
文
英
の
屍
を
乘
せ
て
走
る
場
面
で
あ
る
。
白
馬
を
贈

る
際
、
次
の
よ
う
に
唱
う
。

　

 

此
馬
通
靈
是
寶
珍
、
你
若
得
到
爲
難
處
、
白
馬
能
救
你
當
身
。
佳

人
無
意
來
説
出
、
不
料
後
來
果
然
眞
（
上
卷　

葉
八
ｂ
）

こ
う
し
て
白
馬
の
靈
異
と
神
力
を
讃
え
る
と
同
時
に
、
物
語
の
展
開

に
伏
線
を
敷
い
た
。『
張
文
貴
傳）

23
（

』
で
も
同
じ
よ
う
に
、
文
貴
の
屍

骸
を
み
る
と
、
白
馬
は
そ
の
屍
を
乘
せ
て
（
白
馬
駄
屍
）
開
封
府
に

直
入
す
る
。
包
公
に
經
緯
を
聞
か
れ
る
と
、
龍
駒
馬
（
白
馬
）
は
人

語
が
分
か
る
と
い
う
。

　
 

口
咬
衣
裳
只
一
挾
、
駄
其
背
上
便
行
呈マ
マ

。（
中
略
）
一
呈マ
マ

來
到
開

封
府
、
馬
兒
直
入
府
廳
門
。（
中
略
）
屍
靈
撇
在
案
卓
下
、
拜
在

廳
前
不
起
身
。
相
公
當
下
將
言
問
、
近
前
來
問
馬
兒
身
、
住
在
何

州
併
甚
縣
、
姓
甚
名
誰
那
里
人
、
來
到
東
京
因
甚
事
、
甚
人
打
死
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這
屍
靈
。
馬
兒
被
問
不
能
答
、
腮
邊
珠
涙
兩
交
傾
。

ち
な
み
に
、
寶
卷
と
『
張
文
貴
傳
』
と
は
、
細
部
の
違
い
は
樣
々
あ

る
が
、
主
な
相
違
點
を
擧
げ
る
な
ら
ば
、
馬
の
名
稱
の
ほ
か
に
、
登

場
人
物
名
と
そ
の
出
身
地
、
贈
っ
た
寶
物
の
名
稱
で
あ
る
。

　

劉
文
英
白
馬
駄
屍
（
ま
た
は
玉
帶
記
）
の
物
語
は
民
國
年
間
に
寶

卷
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
説
唱
本
が
傳
わ
る
。

〇 

彈
詞
『
新
刻
白
馬
駄
屍
劉
文
英
還
魂
玉
帶
記
全
本
』
一
卷
、
民
國

年
間
上
海
槐
蔭
山
房
書
莊
石
印
本
、
南
京
圖
書
館
藏）

24
（

。

○
鼓
詞
『
白
馬
駝
屍
玉
帶
記
』、
民
國
年
間
上
海
椿
蔭
書
局）

25
（

〇 

淮
戲
『
改
良
新
纂
白
馬
駝
屍
』
五
集
、
民
國
年
間
上
海
大
達
書
局

印
行）

26
（

　

寶
卷
と
上
記
民
國
年
間
の
彈
詞
・
鼓
詞
・
淮
戲
の
中
に
お
い
て
、

物
語
の
主
人
公
は
い
ず
れ
も
劉
文
英
で
あ
る
。
ま
た
彈
詞
と
鼓
詞
、

淮
戲
で
は
、
劉
文
英
と
青
蓮
の
出
會
い
の
部
分
や
白
馬
が
屍
骸
を
背

中
に
乘
せ
て
走
る
部
分
な
ど
を
長
大
化
し
て
い
る
が
、
寶
卷
の
そ
れ

は
短
く
し
て
い
る
。
た
だ
寶
卷
は
玉
帝
、
雷
神
を
登
場
さ
せ
、
主
人

公
の
前
世
の
因
縁
譚
を
付
け
加
え
て
、
現
世
で
の
運
命
を
説
明
づ
け

る
な
ど
、
い
わ
ば
寶
卷
ら
し
く
改
編
さ
れ
て
い
る
。
總
じ
て
い
え

ば
、
各
語
り
物
は
デ
ィ
テ
ー
ル
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
多
少
の
異
同
は
あ
る

も
の
の
、
受
驗
の
た
め
に
上
京
↓
山
賊
に
遭
遇
↓
山
賊
の
娘
と
出
會

い
夫
婦
に
な
る
↓
三
つ
の
寶
と
白
馬
を
贈
ら
れ
る
↓
宿
屋
で
寶
を
奪

わ
れ
殺
さ
れ
る
↓
白
馬
が
屍
を
背
に
乘
せ
開
封
府
に
突
入
↓
包
公
、

惡
人
を
裁
く
↓
碧
玉
帶
で
生
還
、
と
い
う
大
筋
は
ほ
と
ん
ど
變
わ
ら

な
い
。

　

ま
た
、
現
行
の
地
方
劇
で
も
、
こ
の
よ
う
な
白
馬
が
主
人
の
屍
を

運
ぶ
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
多
く
認
め
ら
れ
る
。
各
地
方
劇
で
は
主
人

公
は
張
文
貴
あ
る
い
は
劉
文
英
と
し
て
い
る
が
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
管
見
の
限
り
で
目
ぼ
し
い
類
話
を
持
つ
演
劇

を
、
そ
の
内
容
を
省
略
し
、
題
名
の
み
を
主
人
公
名
と
贈
ら
れ
た
寶

物
を
添
え
て
列
擧
す
る
。

　

越
劇
『
玉
帶
記）

27
（

』、
劉
文
英　
　

白
馬
と
寶
物
三
つ

　

錫
劇
『
白
馬
告
状）

28
（

』、
劉
文
英　

白
馬
と
寶
物
三
つ　

　

湖
北
黄
梅
戲
『
二
龍
山）

29
（

』　

張
文
貴　

寶
馬
と
寶
物
二
つ

　

安
徽
黄
梅
戲
『
八
盤
山）
30
（

』　

張
文
貴　

千
里
駒
と
寶
物
四
つ

　

 
長
沙
・
嶽
陽
花
鼓
戲
『
青
龍
橋）
31
（

』　

張
文
貴　

龍
駒
馬
と
寶
物
二
つ

　

山
東
柳
琴
戲
『
二
龍
山）

32
（

』　

張
文
貴　

寶
馬
と
寶
物
二
つ
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『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』
お
よ
び
同
内
容
の
語
り
物
、
各
地
方
劇
と
、

さ
き
に
述
べ
た
『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
と
共
通
す
る
趣
向
は
、
白
馬

が
危
機
に
瀕
し
た
主
人
を
乘
せ
る
「
白
馬
駄
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が

物
語
の
重
要
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
異
色
な
の
は
、
福
建
、
臺
灣
な
ど
閩
方
言
地
域
の
關

連
す
る
語
り
物
や
演
劇
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
物
語
展
開
に
お
い
て

は
、
紙
馬
が
白
馬
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

四 　
『
紙
馬
記
』
と
『
張
文
貴
傳
』、『
劉
文
英
白

馬
寶
卷
』

　

上
述
し
た
劉
文
英
白
馬
駄
屍
の
モ
チ
ー
フ
に
關
し
て
、
福
建
地
域

の
説
唱
と
演
劇
は
他
地
域
と
異
な
る
特
色
を
持
つ
。
關
連
す
る
説
唱

と
演
劇
は
主
に
、
莆
仙
戲
、
福
州
平
話
、
閩
南
歌
仔
等
が
あ
る
。
以

下
に
そ
の
版
本
を
擧
げ
る
。

〇 

福
州
平
話
『
紙
馬
記
』
二
集
、
民
國
上
海
書
局
石
印
、
福
州
益
聞

書
局
總
批
發）

33
（

又
の
名
『
七
星
女
下
凡
』。
初
集
は
封
面
に
『
紙
馬
記
』、
卷
首
に

『
七
星
紙
馬
記
』、
版
心
に
『
紙
馬
記
』
と
題
す
る
。
二
集
は
封
面
、

卷
首
、
版
心
い
ず
れ
も
『
包
公
審
春
太
』
と
題
す
る
。

〇 

閩
南
歌
仔
『
張
文
貴
紙
馬
記
』
上
本
、『
父
子
状
元
歌
』
下
本
、

民
國
三
年
廈
門
會
文
堂
石
印
本）

34
（

  

上
本
は
封
面
に
『
最
新
張
文
貴
紙
馬
記　

上
本
』、
卷
首
に
『
最
新

張
文
貴
紙
馬
記
』、
版
心
に
『
紙
馬
記
歌
』
と
題
す
る
。
下
本
は
封

面
に
『
最
新
父
子
状
元
歌　

下
本
』、
卷
首
に
『
張
文
貴
父
子
状
元

歌
』、
版
心
に
『
父
子
状
元
歌
』
と
題
す
る
。

　

な
お
、
施
博
爾
は
「
五
百
舊
本
歌
仔
册
目
録
」（『
臺
灣
風
物
』
第

十
五
卷
第
四
期
、
一
九
六
五
年
）
に
、
自
身
が
臺
灣
で
收
集
し
た
、
廈

門
書
坊
が
一
九
〇
六
年
か
ら
一
九
二
二
年
の
間
に
刊
行
し
た
十
種
類

の
歌
仔
册
を
收
録
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
も
、
一
九
一
〇
年
廈
門
會

文
堂
が
刊
行
し
た
『
最
新
父
子
状
元
歌
』
と
『
最
新
張
文
貴
紙
馬

記
』
が
存
在
す
る）

35
（

。

〇
福
州
戲
『
新
編
白
紙
馬
評
話
調
』、
福
州
集
新
堂
鉛
印
本）

36
（

○
霞
蒲
畲
族
小
説
歌
『
紙
馬
記）

37
（

』

　
 

冒
頭
に
「
造
出
歌
言
分
人
聽
。
文
貴
家
中
實
是
窮
，
天
送
仙
女

4

4

4

4

結

成
雙
，
又
養
一
男
又
一
女
。
一
男
一
女
四
个
人
，
好
去
上
京
求
功

名
。
七
姐
落
凡
贈
三
寶
，
小
二
店
内
去
安
身
。」
と
唱
う
。
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こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
莆
仙
戲
『
張
文
貴）
38
（

』、
閩
劇
『
贈
三
寶
』（
又

の
名
『
白
紙
馬
）
39
（

』）
等
が
あ
り
、
現
在
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。
各
説

唱
と
演
劇
の
粗
筋
は
ほ
と
ん
ど
同
樣
で
あ
る
（
行
論
の
便
宜
上
、
以
下

こ
の
系
統
の
物
語
を
『
紙
馬
記
』
と
稱
す
る
）。
内
容
は
、
上
述
し
た
劉

文
英
白
馬
駄
屍
の
物
語
よ
り
や
や
煩
雜
に
な
る
の
で
こ
こ
に
お
い
て

は
、
大
筋
の
み
を
あ
げ
る
。

　

四
川
成
都
の
張
文
貴
は
、
科
擧
受
驗
の
た
め
妻
・
餘
惠
娘
と
子
女

を
連
れ
て
上
京
す
る
。
皇
叔
・
趙
三
王
は
鰲
山
で
提
燈
祭
り
（
燈
會
）

を
行
い
、
若
い
女
を
全
員
祭
り
に
出
る
よ
う
強
要
し
た
。
そ
こ
で
上

京
し
て
い
た
張
文
貴
の
妻
惠
娘
が
氣
に
入
ら
れ
、
妾
と
さ
れ
連
れ
ら

れ
た
。
惠
娘
は
顏
に
傷
を
入
れ
妾
に
な
る
こ
と
を
拒
ん
だ
と
こ
ろ
、

虐
め
ら
れ
た
。
文
貴
は
、
訴
状
を
誤
っ
て
趙
三
王
側
に
提
出
し
て
し

ま
い
、
訴
状
は
燒
か
れ
、
文
貴
も
ひ
ど
く
毆
ら
れ
た
。
實
は
惠
娘
は

天
界
の
星
の
下
凡
で
、
天
界
の
七
仙
女
の
一
人
の
現
し
身
で
あ
っ

た
。
文
貴
は
仙
女
に
助
け
ら
れ
、
仙
女
は
寶
物
で
あ
る
還
魂
帽
、
聚

仙
瓶
、
白
紙
馬
の
三
つ
を
贈
っ
た
。
寶
物
を
見
た
宿
屋
の
店
主
楊
春

太
は
、
文
貴
を
殺
害
し
寶
物
を
奪
う
。
楊
春
太
は
、
そ
の
寶
物
を
皇

帝
に
獻
上
し
、
進
寶
状
元
と
い
う
官
職
を
得
た
。
白
紙
馬
は
風
に
化

け
、
公
務
歸
り
の
包
公
が
乘
る
駕
籠
を
風
で
止
め
た
。
白
紙
馬
は
元

に
戻
り
、
包
公
を
誘
導
し
て
文
貴
の
死
體
を
見
つ
け
た
。
包
公
は
、

計
略
に
よ
り
皇
帝
か
ら
還
魂
帽
を
借
り
、
文
貴
を
生
き
返
ら
せ
る
。

文
貴
は
包
公
に
い
き
さ
つ
を
訴
え
る
。
包
公
は
皇
叔
趙
三
王
と
楊
春

太
を
斬
首
し
、
餘
惠
娘
を
救
う
。
文
貴
は
進
寶
状
元
に
な
り
、
文
貴

の
子
は
科
擧
試
驗
で
状
元
に
な
り
、
一
家
大
團
圓
と
な
る
。

　

こ
の
あ
ら
す
じ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
紙
馬
記
』
の
主
人
公
の

名
は
張
文
貴
で
あ
る
が
、
明
の
成
化
説
唱
詞
話
『
張
文
貴
傳
』
と
比

べ
る
と
、
前
半
部
分
の
妻
が
皇
叔
に
略
奪
さ
れ
る
部
分
と
仙
女
下
凡

の
モ
チ
ー
フ
、
後
半
の
白
紙
馬
が
包
公
を
誘
導
す
る
部
分
は
明
ら
か

に
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
危
機
に
遭
う
文
貴
は
（
仙
）
女
に
助

け
ら
れ
、
白
馬
と
寶
物
三
つ
（
ま
た
は
白
紙
馬
を
含
め
て
三
つ
）
を
贈

ら
れ
る
と
い
う
、
こ
の
話
の
構
圖
は
『
張
文
貴
傳
』
と
底
通
し
て
い

る
。
な
お
、
趙
皇
叔
が
妻
惠
娘
を
略
奪
し
よ
う
と
す
る
部
分
は
、
明

の
傳
奇
『
瓊
林
宴
』
と
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
。『
瓊
林
宴
』
の
版

本
は
現
在
傳
わ
っ
て
い
な
い
が
、『
曲
海
總
目
提
要
』
卷
三
十
五
に

物
語
の
梗
概
が
收
録
さ
れ
て
お
り）

40
（

、
そ
の
主
人
公
の
名
前
は
范
仲
虞

で
あ
る
。『
龍
圖
耳
録
』
及
び
『
三
俠
五
義
』
第
二
十
三
〜
二
十
七

回
が
述
べ
る
物
語
と
は
人
名
に
多
少
異
同
が
あ
る
が
、
類
話
で
あ

る）
41
（

。
現
行
の
京
劇
や
徽
劇
の
『
打
棍
出
箱
』『
黒
驢
告
状
』
も
こ
の

物
語
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
別
名
『
七
星
紙
馬
記
』、『
七
星
女
下

凡
』
の
よ
う
に
、
七
人
の
天
界
の
仙
女
が
俗
界
に
お
り
て
活
躍
す
る



49

白
馬
モ
チ
ー
フ
の
變
奏
（
辻
）

モ
チ
ー
フ
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
文
貴
は
貧
し
い
書
生
で
、
妻

は
も
と
も
と
仙
女
姉
妹
の
七
番
目
の
妹
の
下
凡
で
あ
っ
た
。
ほ
か
の

六
人
の
姉
が
妹
を
救
う
た
め
に
、
危
機
に
遭
っ
た
文
貴
を
助
け
た
う

え
、
寶
物
と
白
紙
馬
を
贈
っ
た
。
こ
れ
は
『
搜
神
記
』
以
來
の
古
く

か
ら
あ
る
董
永
遇
仙
説
話
の
仙
女
降
嫁
譚
を
想
起
さ
せ
る
。

　

紙
馬
記
の
現
存
す
る
最
古
の
版
本
は
福
州
平
話
『
七
星
白
紙
馬
』

乾
隆
十
五
年
（
一
七
五
〇
）
刻
本
で
あ
る）
42
（

。
福
州
平
話
は
、
福
州
方

言
で
説
唱
す
る
傳
統
的
語
り
物
藝
能
の
一
種
で
あ
り
、
福
建
省
の
福

州
、
福
清
、
閩
清
な
ど
十
數
の
縣
市
お
よ
び
臺
灣
、
東
南
ア
ジ
ア
の

福
州
籍
華
僑
の
集
居
地
で
流
行
し
て
い
る）

43
（

。
明
末
の
福
州
平
話
の
名

手
丘
捂
椿
が
語
る
『
武
松
殺
嫂
』
な
ど
の
書
目
が
傳
わ
る
。
福
建
省

藝
術
研
究
院
に
福
州
平
話
石
刻
本
は
三
七
三
册
も
所
藏
さ
れ
て
い

る）
44
（

。
ま
た
鄭
麗
生
『
福
州
舊
本
平
話
經
眼
紀
目
』
の
記
載
に
よ
る

と）
45
（

、
同
氏
の
所
藏
す
る
福
州
平
話
は
、
百
種
近
く
あ
り
、
い
ず
れ
も

清
代
の
刻
本
で
あ
る
。
そ
の
中
に
も
、『
新
刻
七
星
白
紙
馬
』
が
あ

る
。
清
雍
正
年
間
（
一
七
二
三
〜
一
七
三
五
）
の
『
陳
靖
姑
傳
』、
乾

隆
年
間
の
『
七
星
白
紙
馬
』
の
刻
本
が
現
在
に
も
傳
わ
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
當
時
福
州
平
話
は
す
で
に
か
な
り
盛
行
し
て
い
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
福
州
平
話
『
七
星
紙
馬
記
』
の
冒
頭
に
、「
話
表
此
本
奇

4

4

4

聞
叫
做
紙
馬
記

4

4

4

4

4

4

、
小
説
七
星
女
下
凡

4

4

4

4

4

4

4

、
此
人
家
住
四
川
成
都
府
遷
居

直
棣
常
州

4

4

4

4

城
」
と
い
う
白セ
リ
フが
あ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
、
語
り
手
が
當

時
す
で
に
傳
わ
る
『
紙
馬
記
』
を
も
と
に
し
、「
七
星
女
下
凡
」
の

モ
チ
ー
フ
を
付
け
加
え
て
盛
り
場
で
語
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
も
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
こ
の
一
點
の
資
料

か
ら
性
急
な
推
理
は
こ
こ
で
は
控
え
る
こ
と
に
す
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
福
州
平
話
の
傳
統
的
演
目
で
あ
る

『
紙
馬
記
』
物
語
は
、
少
な
く
と
も
乾
隆
年
間
に
は
既
に
形
成
さ
れ

た
と
判
斷
し
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
紙
馬
記
』
の
全
體
的
内
容
か
ら
見
る
と
、
明
成
化
説
唱
詞
話

『
張
文
貴
傳
』
の
構
想
を
骨
組
み
に
、
明
の
傳
奇
『
瓊
林
宴
』
の
題

材
を
織
り
交
ぜ
、
古
く
か
ら
あ
る
仙
女
降
嫁
譚
の
モ
チ
ー
フ
も
取
り

入
れ
て
い
た
趣
向
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
張
文
貴
の
出
身
地
に

つ
い
て
、
前
掲
『
紙
馬
記
』
の
冒
頭
で
は
「
四
川
成
都
府
遷
居
直
棣マ

マ

常
州
城
」
と
語
る
。
直
隸
は
中
央
直
轄
の
意
味
で
、
明
代
の
洪
武

九
年
（
一
三
七
七
）
か
ら
始
ま
る
行
政
區
域
直
隸
省
の
こ
と
で
あ
る）

46
（

。

直
隸
（
省
）
常
州
（
中
央
南
京
直
轄
の
常
州
）
は
清
初
に
は
江
南
省
所

管
の
行
政
區
域
に
變
わ
る
。
つ
ま
り
、
明
の
洪
武
以
降
に
始
ま
り
、

明
清
時
代
に
廣
く
知
ら
れ
た
地
名
に
、
宋
の
仁
宗
時
代
の
包
公
を
登

場
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
口
承
文
藝
に
よ
く
見
ら
れ
る
未
熟
さ
が
現
れ



50

中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
五
期

る
と
同
時
に
、『
紙
馬
記
』
が
語
ら
れ
始
め
た
上
限
の
時
期
も
示
唆

す
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、『
紙
馬
記
』
の
形
成
の
過
程
は
、
民
國
年
間

に
呉
方
言
地
域
の
唱
本
に
據
っ
て
改
編
さ
れ
た
『
劉
文
英
白
馬
寶

卷
』
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
閩
方
言
地
域
の
『
紙
馬
記
』

の
傳
承
は
、
明
の
成
化
説
唱
詞
話
『
張
文
貴
傳
』
と
劉
文
英
白
馬
駄

屍
記
と
、
白
馬
モ
チ
ー
フ
の
異
傳
を
つ
な
ぐ
重
要
な
一
例
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。『
紙
馬
記
』
が
閩
方
言
地
域
の
み
に
流
傳
し
て
い
る
要

因
の
一
つ
は
、
福
州
平
話
な
ど
閩
方
言
で
語
る
語
り
の
名
手
に
よ
っ

て
創
作
・
潤
色
さ
れ
た
物
語
が
、
同
方
言
を
用
い
る
説
唱
や
演
劇
な

ど
の
文
藝
で
傳
承
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
方
言

區
域
の
中
で
獨
自
に
變
容
し
た
、
い
わ
ば
、
物
語
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化

と
で
も
い
う
べ
き
現
象
が
窺
え
て
興
味
深
い
。

　

更
に
注
目
し
た
い
の
は
、
白
馬
が
屍
を
運
ぶ
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
は

ず
が
、『
紙
馬
記
』
の
中
で
は
、
白
紙
馬
が
風
に
化
け
て
包
公
を
誘

導
す
る
と
い
う
よ
う
に
變
わ
っ
て
い
る
。
紙
馬
と
は
、
信
仰
の
風
習

と
し
て
、
葬
儀
の
際
な
ど
に
佛
前
で
燃
や
す
も
の
で
あ
る
。
騎
馬
の

神
々
を
印
刷
さ
れ
た
紙
（
木
版
印
刷
）、
ま
た
は
竹
（
細
木
）
で
馬
の

姿
を
編
み
そ
れ
に
白
紙
を
張
っ
て
作
っ
た
馬
、
と
い
う
二
種
類
が
あ

る
。
秦
代
で
は
神
へ
の
生
贄
の
一
種
と
し
て
、
神
前
に
生
馬
が
捧
げ

ら
れ
て
い
た
。
神
前
に
奉
納
し
て
色
々
な
祈
願
を
行
う
古
く
か
ら
の

風
習
は
變
わ
ら
な
い
が
、
時
代
を
下
っ
て
、
生
馬
が
紙
に
書
い
た

馬
（
白
紙
の
張
っ
た
竹
の
馬
）、
す
な
わ
ち
「
紙
馬
」
に
變
わ
り
、
そ

れ
を
燒
香
と
と
も
に
燃
や
し
て
祈
願
す
る
形
に
變
わ
っ
た）

47
（

。
こ
の
系

譜
の
物
語
が
傳
承
さ
れ
て
い
た
過
程
で
、
ど
の
作
品
か
ら
、
い
か
な

る
き
っ
か
け
で
白
馬
が
「
白
紙
馬
」
に
變
わ
っ
た
か
は
、
現
在
で
は

考
證
す
る
術
も
な
い
が
、
神
へ
の
祈
願
の
運
び
手
は
何
も
活
き
る
白

馬
と
は
限
ら
な
い
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
紙
馬
を
燃
や
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
々
は
あ
の
世
に
い
る
亡
靈
と
交
信
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
つ
ま
り
、
人
と
神
鬼
と
の
結
び
役
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
紙
馬
が
派

生
さ
れ
た
こ
と
も
想
像
し
が
た
く
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
古
く
か
ら
の
信
仰
の
中
で
根
強
く
受
け
繼
が
れ
て
い

る
紙
馬
の
風
習
は
、
現
在
で
も
中
國
の
農
村
各
地
で
、
祖
先
祭
祀
や

葬
儀
の
際
な
ど
に
行
わ
れ
て
お
り
、
決
し
て
一
地
域
の
獨
特
な
信
仰

活
動
で
は
な
い
。
し
か
し
興
味
深
い
こ
と
に
、
唯
一
閩
方
言
地
域
の

白
馬
が
屍
を
運
ぶ
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
お
い
て
、
紙
馬
が
白
馬
の
代

わ
り
に
登
場
し
た
。
こ
の
變
化
は
、
莆
仙
戲
の
上
演
形
式
と
祭
祀
性

と
關
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
莆
仙
戲
は
、
唐
代

百
戲
と
宋
代
傀
儡
戲
を
起
源
と
す
る
、
長
い
歴
史
を
も
つ
演
劇
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
。
現
在
で
も
福
建
中
部
と
南
部
地
域
に
流
行
し
て
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お
り
、
五
千
種
類
以
上
も
の
演
目
が
傳
わ
る
。
莆
仙
戲
『
張
文
貴
』

は
、
傳
統
的
な
演
目
で
あ
る
が
、
殘
念
な
が
ら
、
明
清
時
代
の
版
本

や
關
連
史
料
が
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
物
語
展
開
に
お

い
て
白
馬
か
ら
白
紙
馬
へ
の
變
化
（
ま
た
は
そ
の
逆
の
可
能
性
も
否
め

な
い
）
が
、
莆
仙
戲
と
關
り
が
あ
る
と
い
う
斷
定
は
こ
こ
で
は
控
え

て
お
く
。

　

莆
仙
戲
『
張
文
貴
』
お
よ
び
『
張
文
貴
傳
』
の
流
傳
・
變
化
に
つ

い
て
は
、
今
後
の
檢
證
資
料
を
待
ち
た
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
紙

馬
と
い
う
の
は
、
一
種
の
巫
覡
文
化
の
要
素
が
、
樣
々
な
宗
教
に
お

け
る
神
々
へ
の
信
仰
を
融
合
し
た
も
の
で
あ
る
。「
白
馬
駄
屍
」
と

い
う
プ
ロ
ッ
ト
か
ら
白
紙
馬
へ
の
變
化
は
、
神
に
納
奉
す
る
と
い
う

文
藝
の
祭
祀
性
が
ま
だ
殘
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
れ
は
單

に
作
品
の
内
容
の
質
的
な
問
題
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
背
景

に
は
、
人
々
の
意
識
に
反
映
し
て
、
文
藝
の
性
格
の
變
化
と
し
て
、

作
品
に
定
着
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
民
衆
に
よ
る
福
を

願
い
災
い
を
祓
う
心
理
的
欲
求
を
あ
り
あ
り
と
映
し
出
し
て
い
る
の

み
な
ら
ず
、
民
間
信
仰
と
説
唱
文
學
の
相
互
作
用
も
示
し
て
い
る
。

　

以
上
、
白
馬
モ
チ
ー
フ
の
變
化
を
手
掛
か
り
に
、『
紙
馬
記
』
と

『
張
文
貴
傳
』、『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』
の
比
較
分
析
を
行
っ
て
き
た
。

白
紙
馬
モ
チ
ー
フ
は
『
張
文
貴
傳
』
の
系
譜
に
お
い
て
特
異
的
な
存

在
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
白
馬
に
神
聖
さ
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
改
變
に

よ
っ
て
さ
ら
に
靈
能
性
を
實
現
す
る
と
い
う
趣
旨
が
特
殊
化
し
た
も

の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
一
部
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
信
仰
・
祭
祀

習
俗
が
物
語
の
創
作
に
反
映
し
た
も
の
な
の
か
。
民
間
信
仰
と
物
語

の
モ
チ
ー
フ
の
因
果
關
係
は
目
下
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
く
、
今
後

の
檢
證
資
料
を
待
ち
た
い
。

　

た
だ
、
こ
の
系
譜
の
物
語
に
見
ら
れ
る
「
白
馬
駄
〜
」「
三
寶
」

か
ら
、
洛
陽
の
白
馬
寺
（
中
國
最
古
の
佛
教
寺
院
）
の
傳
説
を
想
起
さ

せ
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
經
由
し
て
の
佛
教
の
中
國
傳
來
に
際
し
て

は
、
白
馬
が
經
典
を
運
ん
だ
と
さ
れ
る
白
馬
寺
傳
説
は
、
周
知
の
ご

と
く
で
あ
る
が）

48
（

、
興
味
深
い
こ
と
に
、
か
か
る
白
馬
寺
傳
説
に
つ
い

て
の
史
料
記
録
に
は
、「
白
馬

4

4

駄
經
（
白
馬
、
經
卷
を
運
び
）」、「
三
寶

4

4

之
始
（
中
國
の
佛
教
の
始
ま
り
）」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
よ
く
見
ら
れ

る）
49
（

。
む
ろ
ん
、
こ
こ
で
の
「
三
寶
」
は
佛
教
の
こ
と
を
指
す
が
、
し

か
し
、
こ
の
「
白
馬
」
と
「
三
寶
」
と
い
う
用
語
の
ペ
ア
リ
ン
グ

と
、
上
述
し
た
物
語
に
お
け
る
「
三
つ
の
寶
物
（
贈
三
寶
）」
と
白
馬

モ
チ
ー
フ
（
白
馬
駄
〜
）
と
い
う
セ
ッ
ト
は
單
な
る
偶
然
の
一
致
な

の
だ
ろ
う
か
。「
白
馬
」
と
「
寶
物
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、

『
大
唐
三
藏
取
經
詩
話
』
に
お
い
て
、
女
人
國
の
女
王
が
夜
明
珠
と

い
う
寶
物
と
白
馬
を
三
藏
に
贈
る
く
だ
り
を
自
然
と
連
想
さ
せ
る）

50
（

。
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こ
の
よ
う
に
、
よ
く
知
ら
れ
る
傳
承
は
、
初
期
か
ら
空
想
的
・
比
喩

的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
つ
つ
も
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
人
々
の
記
憶

に
殘
り
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
物
語
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
お
け
る
歴
史
的
變
化
に
合
せ
て
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
變
え
、
語
り
繼
が

れ
て
ゆ
く
。
こ
れ
ら
は
い
ま
で
も
續
く
物
語
の
原
點
と
し
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
語
り
物
や
地
方
劇
と
し
て
演
じ
ら
れ
て
い

る
文
藝
は
、
そ
の
原
話
を
た
ど
れ
ば
、
古
代
・
中
世
時
期
に
起
源
す

る
物
語
も
、
そ
の
多
く
は
、
明
清
時
期
に
變
形
さ
れ
、
附
加
さ
れ

た
筋
書
き
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
る
。『
紙
馬
記
』『
張
文
貴
傳
』

『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』
の
中
に
み
る
三
つ
の
寶
物
と
白
（
紙
）
馬
が

登
場
す
る
モ
チ
ー
フ
は
お
そ
ら
く
語
り
手
の
單
な
る
思
い
つ
き
か
ら

始
ま
り
廣
が
っ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
の
連
想

に
よ
る
語
り
手
の
再
創
作
、
演
變
、
流
傳
と
い
う
物
語
の
形
成
過
程

の
可
能
性
も
否
め
な
い
と
考
え
る
。

五　

結
び
に

　

こ
こ
ま
で
、
二
種
の
白
馬
寶
卷
の
關
連
資
料
を
整
理
・
分
析
し
、

物
語
の
系
譜
と
流
傳
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
白
馬
モ
チ
ー
フ
は
、

二
種
の
異
な
る
物
語
の
中
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。『
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
』
で
は
、
白
馬
は
離
縁
さ
れ
た
女

を
幸
せ
な
結
婚
と
財
貨
獲
得
へ
の
橋
渡
し
役
を
果
た
し
、
悲
運
に
嘆

き
悲
し
む
女
を
一
轉
し
て
幸
福
の
絶
頂
へ
導
い
た
の
で
あ
る
。『
劉

文
英
白
馬
寶
卷
』
で
は
、
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
何
と
い
っ
て

も
靈
物
で
あ
る
白
馬
の
登
場
を
轉
機
に
、
災
い
が
福
に
變
わ
っ
た
點

で
あ
る
。

　

白
馬
は
荷
負
い
馬
の
み
な
ら
ず
、
と
り
わ
け
神
聖
視
さ
れ
信
仰
を

集
め
て
き
た
。
佛
教
文
化
に
お
い
て
も
重
要
な
意
味
を
持
ち
シ
ン
ボ

ル
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
數
々
の
傳
説
が
あ
る
。
例
え
ば
、
白

馬
は
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
（
佛
教
の
始
祖
釋
迦
の
本
名
と
さ
れ
る
）
王
子
が
、

城
を
出
て
出
家
す
る
時
に
乘
っ
た
神
聖
な
る
乘
り
物
で
あ
っ
た
こ

と
、
唐
の
高
僧
玄
奘
が
天
竺
へ
取
經
し
た
時
も
白
馬
に
乘
っ
て
い
た

こ
と
も
傳
え
ら
れ
る
。
ま
た
上
述
し
た
白
馬
寺
傳
説
も
廣
く
知
ら
れ

る
。
傳
説
の
史
實
的
眞
僞
は
と
も
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
傳
説
か
ら
も
、

白
馬
は
古
來
宗
教
性
を
帶
び
た
聖
な
る
動
物
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
容
易
に
理
解
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
傳
説
の
題
材
は
、
脈
々
と
受
け
繼
が
れ
て
傳
承
さ
れ

る
。「
白
馬
」
は
興
味
深
い
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る
「
走
馬

天
婚
（
走
る
白
馬
の
行
く
と
こ
ろ
に
任
せ
て
結
婚
す
る
）」
説
話
や
、「
白

馬
駄
屍
（
白
馬
が
主
人
の
屍
を
運
ぶ
）」、「
紙
馬
伸
冤
（
白
紙
馬
が
主
人

の
冤
罪
を
晴
ら
す
）」
と
い
っ
た
題
材
の
中
に
、
馬
が
單
に
靈
感
を
持
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つ
「
運
搬
神
」
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
民
間
信
仰
に
お
い
て
、
民
衆

の
願
望
も
神
々
へ
運
び
、
寶
卷
及
び
關
連
す
る
語
り
物
作
品
の
中
で

特
別
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
物
語
の
内
容
に
お
い
て
、
白
馬
モ

チ
ー
フ
が
社
會
的
弱
者
を
災
い
か
ら
幸
福
へ
と
導
き
、
起
死
回
生
の

願
望
を
實
現
さ
せ
る
。
物
語
の
構
想
に
お
い
て
は
、
重
要
な
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
前
半
と
後
半
を
密
接
に
つ
な
ぐ
力
學
を
も

つ
。

　

最
後
に
、
本
稿
に
お
い
て
白
馬
モ
チ
ー
フ
を
手
掛
か
り
に
、
現
存

す
る
『
白
馬
寶
卷
』
お
よ
び
そ
の
系
譜
を
み
て
き
た
。
二
種
の
白
馬

寶
卷
を
比
較
檢
證
し
た
の
は
、
同
じ
よ
う
に
神
聖
視
さ
れ
る
白
馬
の

モ
チ
ー
フ
を
採
用
し
な
が
ら
内
容
と
手
法
を
異
に
す
る
、
二
つ
の
寶
卷

の
モ
チ
ー
フ
の
取
り
入
れ
方
の
差
異
と
類
似
性
の
本
質
、
變
化
の
要

因
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
が
た
め
で
あ
る
。
そ
の
基
礎
作
業
を
通
じ

て
、
た
と
え
ば
、
民
間
傳
説
、
民
間
信
仰
と
語
り
物
文
藝
と
の
關
わ

り
方
の
樣
相
を
、
あ
る
一
側
面
か
ら
究
明
し
得
た
な
ら
幸
甚
で
あ
る
。

注（
１
） 

車
錫
倫
『
中
國
寶
卷
總
目
』、
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
２
） 

臺
灣
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
『
俗
文
學
叢
刊
』
三
五
六
册
に

收
録
す
る
上
海
文
益
書
局
石
印
本
『
劉
文
英
白
馬
寶
卷
』
は
刊
行
年
が

「
民
國
十
九
年
（
一
九
三
〇
）」
と
す
る
。

（
３
） 「
一
種
寶
卷
往
往
名
稱
各
異
。
傳
唱
愈
廣
者
，
別
題
、
簡
稱
愈
多
」。

李
世
瑜
編
『
寶
卷
綜
録
』
一
三
頁
、
上
海
書
局
、
一
九
六
一
年
。

（
４
） 

尚
麗
新
・
車
錫
倫
『
北
方
民
間
寶
卷
研
究
』
所
收
、
三
二
五
〜

三
六
六
頁
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
五
年
。

（
５
） 

傅
惜
華
舊
藏
、
現
藏
中
國
藝
術
研
究
院
。「『
白
馬
寶
卷
』
研
究
」（
注

4
所
收
）
の
書
影
に
よ
れ
ば
、
元
の
表
紙
（
殘
葉
）
に
「
新
鐫　

太
上

三
清
白
馬
寶
卷　

榮
盛
堂
梓
行
」
と
あ
る
。
補
配
さ
れ
た
表
紙
に
「
嘉

慶
玖
年
新
正
月
吉
立
」
の
手
書
き
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
嘉
慶
九
年
正
月

が
刊
行
の
下
限
時
間
と
す
る
ほ
う
が
穩
當
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
傅
惜
華

『
寶
卷
總
録
』
で
は
「
清
康
熙
間
金
陵
榮
盛
堂
刻
本
」
と
す
る
（
巴
黎
大

學
北
京
漢
學
研
究
所
刊
、
一
九
五
一
年
）。

（
６
） 

④
は
尚
麗
新
私
藏
。
前
掲
注
4
所
收
「『
白
馬
寶
卷
』
研
究
」
に
一
部

書
影
と
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
①
〜
④
の
版
本
を
ま
だ

目
睹
し
て
い
な
い
。

（
７
） 『
酒
泉
寶
卷
』
第
二
輯
、
一
二
三
〜
一
四
七
頁
、
肅
州
區
文
化
館
主
編
、

甘
肅
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。
卷
末
の
校
録
注
①
に
は
「《
白
馬
寶

卷
》、
又
稱
《
熊
子
貴
休
妻
寶
卷
》」
と
あ
る
。

（
８
） 『
山
丹
寶
卷
』
下
、
一
二
八
〜
一
四
四
頁
、
甘
肅
文
化
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
。

（
９
） 『
涼
州
寶
卷
』
一
三
一
〜
一
七
二
頁
、
甘
肅
武
威
天
梯
山
石
窟
管
理
處
、

二
〇
〇
七
年
。

（
10
） 『
金
張
掖
寶
卷
』（
一
）、
二
二
三
〜
二
三
七
頁
、
甘
肅
文
化
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
。
こ
の
ほ
か
に
、
車
錫
倫
『
中
國
寶
卷
研
究
』
に

「
張
掖
花
寨
郷
農
民
戴
興
位
家
（
中
略
）
現
保
存
抄
於
清
光
緒
三
三
年
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中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
五
期

（
一
九
〇
七
）
的
『
熊
子
貴
尋
親
寶
卷
』（
下
略
）」
と
あ
る
。
二
五
五
頁
、

廣
西
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
11
） 
細
部
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
注
4
所
收
「『
白
馬
寶
卷
』
研
究
」
を
參

照
さ
れ
た
い
。

（
12
） 

明
・
張
岱
著
、
張
雪
健
點
校
『
夜
航
船
』
卷
五
、
一
一
七
頁
、
三
秦
出

版
社
、
二
〇
一
六
年
。

（
13
） 『
柳
田
國
男
全
集
』
第
三
卷
、
三
六
九
頁
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
14
） 『
比
較
民
俗
研
究
』
二
一
號
、
二
〇
〇
七
年
。

（
15
） 

砂
山
稔
「
劉
文
英
寶
卷
考
―
附
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
圖
書
館
所
藏
寶
卷
目
録
」

を
參
照
、
岩
手
大
學
人
文
社
會
科
學
部
紀
要
『
ア
ル
テ
ス　

リ
ベ
ラ
レ

ス
』
五
八
號
、
三
五
〜
四
五
頁
、
一
九
九
六
年
。

（
16
） 

中
共
張
家
港
市
委
宣
傳
部
等
編
『
河
陽
寶
卷
集
』
上
册
、
七
二
九
頁
、

二
〇
〇
七
年
。

（
17
） 

早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
（
文
庫19-F0399
）、
上
海
惜
陰
書
局
石
印

本
二
卷
。
表
紙
題
『
繪
圖
玉
帶
記
寶
卷
』。
澤
田
舊
藏
。
前
掲
『
總
目
』

〇
六
四
〇
の
（
３
）
に
著
録
。

（
18
） 

澤
田
瑞
穗
『
増
補　

寶
卷
の
研
究
』「
寶
卷
提
要
」
に
『
玉
帶
記
寶
卷
』

の
梗
概
を
收
録
。
一
九
〇
頁
、
國
書
刊
行
會
、
一
九
七
五
年
。

（
19
） 「
此
『
玉
帶
記
』
情
節
幾
乎
與
『
張
文
貴
傳
』
完
全
相
同
」。
胡
士
瑩

著
『
話
本
小
説
概
論
』
下
册
、
四
九
九
頁
。
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
一

年
。

（
20
） 「
此
故
事
不
知
所
本
，
與
此
同
題
材
的
，
僅
見
有
清
代
流
傳
的
唱
本
和

寶
卷
。
二
書
皆
名
『
白
馬
駄
屍
記
』，
又
名
『
玉
帶
記
』。
寶
卷
似
據
唱

本
」。『
譚
正
璧
學
術
著
作
選
十
一　

評
彈
通
考
』
三
八
六
頁
、
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。

（
21
） 

大
塚
秀
高
「
包
公
説
話
と
周
新
説
話
―
公
案
小
説
生
成
史
の
一
側
面
」、

『
東
方
學
』
第
六
六
輯
、
六
一
〜
七
五
頁
、
一
九
八
三
年
。

（
22
） 『
包
待
制
智
賺
三
件
寶
』
は
『
録
鬼
簿
續
編
』
に
著
録
が
あ
り
、『
宋

仁
宗
御
斷
六
花
王　

包
待
制
智
賺
三
件
寶
』
と
題
す
る
。『
寶
文
堂
書

目
』、『
太
和
正
音
譜
』、『
元
曲
選
目
』、『
今
樂
考
證
』、『
曲
録
』
で
も

著
録
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
『
智
賺
三
件
寶
』
の
題
）
が
、
し
か
し
佚
書

の
た
め
、
詳
細
内
容
は
不
明
で
あ
る
。『
張
文
貴
傳
』（
お
よ
び
『
玉
帶

記
寶
卷
』）
に
お
い
て
、
女
性
が
文
貴
に
三
つ
の
寶
物
を
贈
る
（
贈
三
寶
）

と
い
う
く
だ
り
は
あ
る
が
、
包
公
が
文
貴
を
生
還
さ
せ
る
た
め
計
略
を

も
っ
て
借
り
た
の
は
そ
の
う
ち
の
碧
玉
帶
の
み
で
あ
り
、「
宋
仁
宗
御
斷
」

の
内
容
も
な
い
。
從
っ
て
、
同
話
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
こ
こ

で
は
判
斷
を
控
え
た
い
。

（
23
） 『
明
成
化
説
唱
詞
話
叢
刊
』、
五
九
六
〜
五
九
七
頁
、
鼎
文
書
局
、

一
九
七
九
年
。

（
24
） 

盛
志
梅
著
『
清
代
彈
詞
研
究
』
參
照
、
二
七
九
頁
、
齊
魯
書
社
、

二
〇
〇
八
年
。

（
25
） 

臺
灣
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
院
傅
斯
年
圖
書
館
藏
。『
俗
文
學
叢

刊
』
五
四
二
册
收
録
、
五
六
三
〜
五
七
八
頁
、
二
〇
一
六
年
。

（
26
） 

臺
灣
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
圖
書
館
藏
。『
俗
文
學
叢

刊
』
一
一
五
册
收
録
、
四
四
七
〜
五
五
〇
頁
、
二
〇
〇
二
年
。

（
27
） 
又
の
名
『
獻
三
寶
』、『
白
馬
駄
屍
』
な
ど
。
孫
世
基
編
著
『
中
國
越

劇
戲
目
』、
四
九
〜
五
〇
頁
、
寧
波
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
28
） 

又
の
名
『
包
公
鍘
楊
二
』。
夏
葦
慶
編
著
『
常
州
戲
劇
』
七
一
〜
七
二
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白
馬
モ
チ
ー
フ
の
變
奏
（
辻
）

頁
、
中
國
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
29
） 

又
の
名
『
三
寶
記
』。
湖
北
省
戲
劇
工
作
室
編
『
湖
北
地
方
戲
曲
叢

刊
』、
二
三
八
頁
、
一
九
八
三
年
。

（
30
） 「
又
名
《
白
馬
駄
屍
》
見
黄
梅
戲
第
三
集
《
二
龍
山
》
及
盧
劇
第
二
集

《
白
玉
帶
》」。
安
徽
省
文
學
藝
術
研
究
所
編
『
安
徽
省
傳
統
劇
目
彙
編   

劇
情
簡
介
』
一
二
六
頁
、
一
九
八
〇
年
。

（
31
） 

範
正
明
編
著
『
湖
南
地
方
戲
劇
目
提
要
』
四
九
六
頁
、
湖
南
文
藝
出

版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
32
） 

山
東
省
戲
曲
研
究
室
『
山
東
地
方
戲
曲
傳
統
劇
目
彙
編　

第
四
集   

柳

琴
戲
』、
一
九
八
七
年
。

（
33
） 『
俗
文
學
叢
刊
』
三
七
一
册
收
録
、
一
〜
三
八
頁
、
二
〇
〇
四
年
。

（
34
） 『
俗
文
學
叢
刊
』
三
六
三
册
收
録
、
一
五
七
〜
一
九
四
頁
、
二
〇
〇
四

年
。

（
35
） 

汪
毅
夫
著
『
閩
臺
縁
與
閩
南
風

：
閩
臺
關
係
、
閩
臺
社
會
與
閩
南
文

化
研
究
』、
一
九
頁
、
福
建
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

（
36
） 『
俗
文
學
叢
刊
』
一
一
二
册
收
録
、
七
五
〜
一
二
六
頁
、
二
〇
〇
二
年
。

ち
な
み
に
、
劉
復
、
李
家
瑞
編
著
『
中
國
俗
曲
總
目
稿
』
に
は
『
白
紙

馬
』
と
し
て
著
録
、
一
二
〇
頁
、
國
家
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
37
） 

福
建
省
少
數
民
族
古
籍
叢
書
委
員
會
編
『
福
建
省
少
數
民
族
古
籍
叢

書　

畲
族
卷
』、
二
〇
一
〇
年
。

（
38
） 『
福
建
戲
曲
傳
統
劇
目
索
引 

第
五
輯
》
一
三
三
頁
、
福
建
省
文
化
局
編

印
、
一
九
六
〇
年
。

（
39
） 

徐
鶴
苹
、
王
宇
、
陳
桑
編
著
『
閩
劇
史
稿
』
四
六
頁
、
海
風
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
。

（
40
） 『
曲
海
總
目
提
要
』
一
五
五
六
頁
、
天
津
古
籍
書
店
影
印
、
一
九
九
二

年
。

（
41
） 『
三
侠
五
義
』
と
『
瓊
林
宴
』
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
胡
士
瑩
『
話
本

小
説
概
論
』（
前
掲
注
19
、
八
四
五
頁
）、
趙
景
深
『
中
國
小
説
叢
考
』

（
齊
魯
書
社
、
一
九
八
〇
年
、
四
九
五
頁
）
を
參
照
。

（
42
） 

楊
榕
著
『
福
建
戲
曲
文
獻
研
究
』
一
五
一
〜
一
五
二
頁
、
中
國
戲
劇

出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
43
） 

福
州
平
話
に
つ
い
て
は
、
大
塚
秀
高
「
福
州
平
話
西
遊
記
か
ら
み
る

原
『
西
遊
記
』」（
埼
玉
大
學
大
學
院
文
化
科
學
研
究
科
博
士
後
期
課
程

紀
要
『
日
本
ア
ジ
ア
研
究
』
第
三
號
、
二
〇
〇
六
年
）
に
も
紹
介
が
あ

る
。

（
44
） 

曾
曉
萍
、
劉
芝
鳳
な
ど
著
『
閩
臺
民
間
藝
術
傳
統
文
化
遺
産
資
源
調

査
』
一
六
五
頁
、
厦
門
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。

（
45
） 『
曲
苑
』、
一
九
八
七
年
第
三
期
。

（
46
） 『
明
史
・
地
理
志
一
』
に
「
洪
武
初
、
建
都
江
表
、
革
元
中
書
省
、
以

京
畿
應
天
府
直
隸
京
師
」
と
記
載
。

（
47
） 

紙
馬
に
つ
い
て
は
、
陶
思
炎
『
中
國
紙
馬
』（
東
大
圖
書
股
份
有
限
公

司
、
一
九
九
六
年
）、
吉
田
隆
英
「
紙
馬
の
研
究
―
―
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る
宗
教
的
印
刷
物
の
發
展
・
流
通
と
神
の
使
者
と
し
て
の
馬
」（『
東
ア

ジ
ア
出
版
文
化
研
究　

に
わ
た
ず
み
』
所
收
、
三
六
九
〜
三
八
一
頁
、

二
玄
社
、
二
〇
〇
四
）
を
參
照
。

（
48
） 
白
馬
寺
傳
説
は
魏
・
楊
衒
之
『
洛
陽
伽
藍
記
』
卷
四
に
も
記
載
が
あ

る
。
原
文
「
白
馬
寺
，
漢
明
帝
所
立
也
，
佛
入
中
國
之
始
。
寺
在
西
陽

門
外
三
里
御
道
南
。
帝
夢
金
神
，
長
丈
六
，
項
背
日
月
光
明
。
金
神
號
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中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
五
期

曰
佛
。
遣
使
向
西
域
求
之
，
乃
得
經
像
焉
。
時
白
馬
負
經
而
來
，
因
以

爲
名
」（
上
海
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）。
入
矢
義
高
譯
注
（
東
洋
文
庫

五
一
七
、
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
、
七
頁
）
も
參
照
。
ち
な
み
に
、
こ

の
白
馬
寺
傳
説
に
お
け
る
佛
教
傳
來
や
明
帝
云
々
は
僞
説
と
い
う
報
告

も
あ
る
（
例
え
ば
、
白
鳥
庫
吉
『
西
域
史
研
究　

上
』
な
ど
が
あ
る
。

岩
波
書
店
、
一
九
四
一
年
、
四
八
九
頁
）。

（
49
） 

例
え
ば
、『
大
藏
一
覽
』「
漢
明
帝
迎
佛
」
の
項
に
、「（
略
）
釋
迦
像

四
十
二
章
經
、
白
馬
駄
之
、
邀
之
洛
陽
、
此
中
土
有
三
寶
之
始
也
」
と

あ
る
。

（
50
） 「
女
王
遂
取
夜
明
珠
五
顆
，
白
馬
一
疋
，
贈
與
和
尚
前
去
使
用
。
僧
行

合
掌
稱
謝
。」『
標
點
宋
人
平
話　

大
唐
三
藏
取
經
詩
話
』「
經
過
女
人
國

處　

第
十
」
一
四
頁
、
商
務
印
書
館
發
行
、
一
九
二
五
年
。
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標
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白
馬
寶
卷

摘
　
要
：
目
前
存
世
的
白
馬
寶
卷
文
本
，
其
實
包
含
二
種
不
同
的

系
譜

：
熊
子
貴
白
馬
寶
卷
和
劉
文
英
白
馬
寶
卷
。
前
者
爲
民
間

廣
泛
流
傳
的
休
妻
故
事
；
後
者
則
與
『
張
文
貴
傳
』，
閩
方
言
地

區
的
『
紙
馬
記
』
有
同
源
關
係
。
但
二
種
內
容
殊
異
的
白
馬
寶
卷

中
，
在
情
節
結
構
上
起
轉
折
作
用
的
同
是
「
白
馬
」
題
材
。
本
稿

以
「
白
馬
」
題
材
的
衍
化
爲
線
索
梳
理
了
相
關
文
本
。
在
此
基
礎

上
指
出
白
馬
作
爲
完
成
民
間
信
仰
的
一
種
載
體
，
在
寶
卷
及
相
關

俗
文
學
故
事
中
有
着
特
別
的
功
能
。
在
情
節
內
容
上
，
白
馬
題
材

有
利
於
滿
足
弱
者
的
轉
禍
爲
福
、
起
死
回
生
的
願
望
；
在
藝
術
結

構
上
，
類
似
於
故
事
中
的
線
索
，
於
轉
折
處
使
整
個
故
事
上
下
連

貫
。
也
由
此
可
見
，
寶
卷
及
其
他
唱
本
故
事
的
衍
變
和
民
間
信
仰
、

傳
說
題
材
有
著
密
切
的
交
互
影
響
關
係
。

關
鍵
詞
：
白
馬
寶
卷　

張
文
貴
傳　

紙
馬
記　

玉
帶
記　

福
州
平
話


